
令和７年度（2025年度）

「オホーツク心の教育推進月間」の取組
10月と11月を「オホーツク心の教育推進月間」と設定し、管

内一斉に心の教育や生徒指導の充実に向けて、学校、家庭、関
係機関等が一体となった地域ぐるみの取組を推進しています。

各学校において、家庭・地域と「いじめ防止対策推進法」におけるいじめの定義を
共有し、いじめの積極的な認知に基づき、その解消に向けた取組に努めるとともに、
関係機関と連携し、児童生徒の主体的な活動や、児童生徒のコミュニケーション能力
の育成に向けた取組を推進する。

各学校において、不登校児童生徒に対する、ＩＣＴの効果的な活用等による学習支援
や相談支援に関する取組を推進するとともに、「児童生徒理解・支援シート」等を活用
した、関係機関との連携による組織的・計画的な支援体制を構築する。

いじめの定義を児童と共有し、いじめのない

学校づくりに向けて、学校いじめ防止基本方針
をまとめた資料を、低学年用と高学年用に分け
て作成・配付し、いじめの未然防止に向けた取
組を推進

重点１

重点２

北見市立大正小学校

いじめ防止に向けて、生徒会が中心となり、
他校との意見交流を通して、多様な考え方に触
れながらいじめ根絶メッセージを作成し、その成
果を生徒総会において全校生徒と共有するこ
とにより、生徒一人一人が当事者意識をもって
取り組む主体的ないじめ防止活動を推進

中学校区で項目を統一した「不登校・長期欠席一
覧シート」を作成し、不登校 傾向のある児童生徒
の現状把握や、校種間の引継ぎ、関係機関との情報
共有に活用するなど、組織的・計画的な支援体
制を構築

北海道北見柏陽高等学校

学校運営協議会を核として、地域や関係機関と
の連携・協働を推進し、放課後等デイサービス事業
者、相談支援事業所、教育委員会保健師等が参画
するケース会議を実施
Zoom等のオンラインツールを活用することで、効

率的かつ円滑な情報共有を図り、切れ目のない
支援体制の構築

網走市立第三中学校 紋別養護学校ひまわり学園分校

令和７年度 オホーツクいじめ根絶スローガン

元気モリモリ みんなで挨拶 交流深めて 心ポカポカ
不登校支援ポータル
サイト（道教委）

いじめの未然防止に関する
啓発動画（文科省）


